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＜連絡事項＞
・11/16（木）14：00～15：30の間に、電気保安協会による電気の年次点検で停電となり、貯水槽からポンプで引き上げている水道も使用できなくなりますが、プログラムや作業の時間と重なる事から西病棟では水の確保等は行いません。
・11/16（木）病院と本部の停電（14：00～15：30）に伴い、11/16夕食分の食事発注を13：30までに入力しましょう。入力が遅れると、栄養での処理が間に合わず、日清側への食数報告が出来なくなり、夕食の準備が出来なくなる為、時間厳守でお願いします。

・11/16（木）停電に伴い電子錠が解除されてしまいますので下記の場所に関しての人員配置をします。離院などの事故のないように各病棟のスタッフは留意して下さい。また電気回復後の患者様人員確認は、忘れずに実施するようにお願いします。
（スタッフ配置箇所）
○西病棟入り口（西からの階段上段踊り場）～１名（三和ＣＷを予定しています。）
○Ａユニット非常口も電気錠である為、Ａユニットにつくスタッフは注意しましょう。

・11/16（木）停電に伴い西病棟の売店の利用は午前中のみとなります。事前に患者様に説明を行いましょう。午後は南病棟の買い物となります。

・トイレ便器の黄ばみを取る作業を朱夏で行います。清掃中に水を使用すると汚れが落ちない為、一つ一つ便器を清掃していくそうです。日程は未定となっています。

・以前はＰＨＳの置き場所が救急カートの上でしたが、１２５はＡユニットに１２６はＢユニットの棚の上（ホワイトボード下）に置き場所が変更となりました。

＜患者様連絡事項＞

・石切　久様～保護者である石切敏弘様（兄）の連絡先（住所・電話番号）が変更になりました。変更後の連絡先は診療録を確認しましょう。

・清水　栄子様～外泊訓練に関して、「退院後は群馬で生活をするし、実家で外泊訓練して

もダラダラするだけだし帰りたくない。意義も見つからない。」と話され

主治医診察時にも「今月は行かない。」と外泊訓練を拒否されています。

主治医より外泊訓練に関して無理に促さなくて良いとの指示あり、外泊

訓練の拒否があった場合はスタッフとのミーティング（20分から30分

位、本人様に負担がない程度）の場を設けていきましょう。不安や不満

の訴えがあった場合は傾聴し、外泊は訓練である事を十分に説明し理解

していただきましょう。

・島川　貴仁様～11/25（土）9:30退院予定。本人様より8:00退院の希望がありましたが、

その時間帯では清算が出来ない事を本人様に説明し、9:30に退院予定で

す。

・小笠原　禮子様～本日より措置入院から医療保護入院に入院形態変更となっています。

・山本　國太郎様～11/26（日）退院予定。今後、地元の診療所で治療を受ける為、紹介状の作成を依頼しましょう。

退院後の生活について目標を設定しています。

①断酒を続ける。

　　　　　　　　　②自分の身体をいたわる。

　③規則正しい生活を送る。

④誰かに不安な事などを話す事が出来る。

⑤メリハリのある生活を送る。

＜安ヶ平Ｄｒ担当患者様ＮＣＰ評価・検討＞

・板橋　雅勝様～本人様より運転免許証の更新がしたいとの訴えが聞かれています。ご家

族（母）は高齢である為、付き添いが出来ないとの事、下平ＰＳＷに情

報提供を行い、今後カンファレンスで話し合っていく予定です。

・市川　真紀子様～定期薬にてリスパダール（1）2Ｔ2×ndE（朝・vds）/7Ｔ（精神神経用剤）を服用していましたが、本人より主治医へ強い眠気の訴えあり、セロクエル（100）1Ｔ1×vds/7Ｔ（精神神経用剤）へと変更になります。ニヤツキや幻聴や妄想に左右された発言・行動の有無を観察して行きましょう。

・佐藤　昌宏様～「日中、身体がダルい」との訴え聞かれ、作業やプログラムの途中退席も目立っているため、来週の水曜日からデプロメール（精神神経用剤）が中止となります。

・八森　正様～夜間の失禁が続いている事を主治医に情報提供しています。時折、急に怒り出す事があるため定期薬の変更はなく様子観察となっています。

＜転入患者様連絡事項＞

田中　静子様（47）　統合失調症　　　　医療保護入院　　　　担当：院長、田名部先生
Ｂグループ
　　　　　　　　　　平成１８年９月２５日昏迷状態で東病棟合併症室へ入院。妄想に左右され食事、服薬の拒否あり点滴、エンシュアリキッドで対応。服薬調整で、徐々に活動性が見られ、食事も取れ、夜間の睡眠も安定しています。平成１８年１０月１６日東Ｂユニットへ移動。日課、作業療法、プログラムの拒否無く、幻聴に左右された行動みられません。療養環境変更の為、西病棟Ｂユニットに転入となっています。

　　　　　　　　　　今後は環境変化に伴う疲労感、精神状態の悪化等を観察し、病棟の生活に慣れたら引き続き外泊訓練を行い社会復帰を支援していきましょう。　　　　　　　　　　

蛯名　英一様（62）　アルコール依存症　任意入院　担当：安ヶ平先生　Ｂグループ

　　　　　　　　　　連続飲酒状態の為家族・本人の希望で平成18年10月21日東病棟Ｄユニットへ入院。離脱症状、身体不調なく経過。プログラム内容はある程度理解し、これまでの自分の事、勉強した内容を振り返る事ができています。14時30分療養環境変更のため、西Ａユニットに転入となっています。

古川　文博様（46）　アルコール依存症　任意入院　　担当：田名部先生　

Ｂグループ　肝臓食

　　　　　　　　　　連続飲酒状態で家族、本人の希望で平成18年10月17日東病棟Ａユニットへ入院。離脱症状なく経過し、療養環境変更の為10月28日東Ｄユニットへ移動。おるコール依存症治療プログラムは拒否無く、自分の事を振り返りできている。入院時、他患者様へ怒鳴ったりする事があったが、現在はみられない。14時30分療養環境変更の為西Ａユニットへ転入となっています。

畑中　徹様　（33）　アルコール依存症　任意入院　担当：田名部先生　

Ｂグループ　肝臓食

　　　　　　　　　　幻聴に左右された興奮、家族への暴力行為あり警察に保護され、平成18年10月5日東病棟Ａユニットに入院。アルコール離脱によるせん妄、幻視があり興奮保護室へ入室。10月6日には興奮なく隔離解除。入院治療への理解得られ10月19日医療保護入院から任意入院へ切り替えとなる。病気と認めたくなかったというが、酒は止めたいと言われ、アルコール依存症治療プログラムは拒否なく参加しています。14時30分療養環境変更の為、西Ａユニットへ転入となっています。

　　　　　　　　　　

＜ＧＯＭからの注意事項＞

・最近、トイレや喫煙所を出入りするスタッフや患者様にサンダルを使用していない人が見受けられます。喫煙場所やトイレは不潔区域である事から、喫煙や、トイレ清掃などを行う際は、職員はもちろんの事、患者様にサンダルを履き替えていただくよう声を掛けていきましょう。喫煙所入り口にお願いを貼ってありますが、月曜日には取り除きます。

・遅番勤務者はカンファレンス中にスタッフオフィス内にいるのではなく、患者様に状態観察の為､病棟の巡回を行いましょう。依然、徹底されていません。

・同姓の患者様が多く、誤投薬が他病棟でありました。与薬は患者様の命に関わる業務である事を再確認し、危機感や緊張感を持って取り組みましょう。

・病棟内の環境整備が徹底されていません。スタッフの意識の低さが伺えます。朝の環境整備は資格者、無資格者、関係無く取り組む様にしましょう。

